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貿易収支の黒字は、輸入増加が影響し、25億5,800万
ドルと過去13年間で最も小さな額となった。2013年の輸
入額は、現行の方法で統計を取り始めた1993年以降最高
の2,396億2,100万ドルに達した。
2014年第1四半期のGDPは、前年同期比1.9％増と低迷

している。個人消費と輸出が前年同期比でそれぞれ2.2％
増、2.8％増と減速感を強めているほか、国内総固定資本
形成（投資）も2.1％減と落ち込んでいる。中央銀行は
2014年のGDP成長率を1.6％と見通している。

■原油輸出の減少が大きく影響
開発商工省の統計によると、2013年の輸出は前年比

0.2％減の2,421億7,900万ドルとなり、2012年に続いて2
年連続で減少した。輸出を品目別にみると、一次産品が
0.4％減の1,130億2,300万ドル、半製品が7.6％減の305億
2,600万ドルとなったが、工業製品は2.6％増の930億9,000

万ドルと増加した。輸出総額に占める構成比としては、
一次産品が46.7％を占めるが、工業製品輸出がわずかな
がら増加したことで、工業製品の割合が前年の37.4％か
ら38.4％へと2年連続の上昇となった。
一次産品輸出を主要品目別にみると、同産品全体の3
割弱を占める鉄鉱石が前年比4.9％増の324億9,200万ドル
（前年比1.0％増の3億2,964万トン）、大豆が30.7％増の
228億1,200万ドル（30.0％増の4,280万トン）、原油が36.2％
減の129億5,700万ドル（30.7％減の1億3,898万バレル）
となった。原油輸出の大幅な減少は国内生産の低迷に加
え、自動車の普及拡大によるガソリン需要増など国内消
費の増加が主因だ。2013年は新規油田開発に必要な資機
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■乗用車輸入が減少
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ス、資本、人の自由な移動を推進する太平洋同盟が創設
されたほか、米国－EU間のFTA交渉の開始や中南米諸
国を含めたTPPの進展など貿易自由化拡大の趨

すう

勢
せい

が続
いている。保護主義的傾向の強いメルコスールはこの趨
勢から後れをとっており、サンパウロ州工業連盟（FIESP）
など経済界は、世界市場からのブラジルの締め出しを懸
念している。FIESPは保護主義的といわれるアルゼンチ
ンやベネズエラから離れてブラジル単独で二国間FTA
を締結することを提案しているが、域外との協定につい
てはメルコスールの共同市場審議会（CMC）決議第32／








